
プルーストにおける「ほの暗い部屋」1）

平　光　文乃

序論

プルーストにおいて特権的な場である「部屋」という問題系については，既に多くの先行研究

が存在する。有名な冒頭部，さまざまな部屋の想起を扱ったものとしては，ジャン・ミイ2），吉

田城3）等による生成研究が，そしてジュリア・クリステヴァによる精緻な文体分析4｝が存在する。

またベルナール・プランの『囚われの女』冒頭部分の草稿研究5）においても，部屋の要素が含ま

れている。『失われた時を求めて』に現れる主人公の部屋をいくつかとりあげ，テマティックな

分析をしたものとしては，ジャン＝ミシェル・ネクトゥー6），クロード・ドーフィネ71，マリ

一＝ ~ゲ・オラニエ8｝による論考が挙げられる。さらに精神分析の方法を適用したものとして，

『失われた時を求めて』を寝室（失われた楽園）探求の物語として読んだ川中子弘の論文9｝も存

在する。しかし汲みつくされたかに見えるこの領域にも，なお研究の余地は残されていると考え

る。それが本稿でとりあげる「ほの暗い部屋」・chambre　obscure・である。

『失われた時を求めて』における三つの主要な土地，コンブレー，バルベック，パリでの主人

公の部屋の描写において，いくつかの類似性が示されていることに着目した。このような類似性

からはある空間的，機能的構造性を導き出すことができる。さらにプルースト自身が小説のなか

でこれらを関連づけていることから，これら三つの部屋の描写を考察し，「ほの暗い部屋」とい

うテーマ的枠組みを設定することとした。

もちろん，本論のテーマがこれまで全くとりあげられていないというわけではない。ブルース

ト辞典でイザベル・セルサはコンブレーの部屋の特徴を簡潔にまとめているし1°｝，アンヌ・シモ

ンは，「ほの暗い部屋」に関する描写に直接触れてはいないが，それと共通する点の多い「蟄居」

というテーマに着目し，その性格を分析している11）。これらの先行研究から，「部屋」が，世界と

自己，外と内，客観性と主観性などの二項対立とその解消という，プルースト特有の想像世界を

示しうる特権的なトポスであり，またその小説創造への歩みを明らかにし得る場であることが示

されている。

しかし，上述した三つの部屋の描写すべてを関連づけてとりあげた論考は存在していない。本

稿ではこれら「ほの暗い部屋」についての描写を扱い，その発展過程を追うことで，このトポス

がプルーストの小説創造に分かちがたく結びついていることを明らかにしたい。

まず第一章においては，三つの部屋の描写を分析することで，「ほの暗い部屋」の本質的な特
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徴を引き出したい。第二章では，「ほの暗い部屋」に至るまでの発展過程を，また同時にプルー

スト自身が創作へと向かう歩みを明らかにするために，コンブレーの部屋の描写の二つの源泉と

して，プルースト初期の小説断章『ジャン・サントゥイユ』に収められた「食後の無為」と，

1905年の論考「読書について」を考察する。前者においてはその萌芽が，そして「読書について」

ではコンブレーの部屋へと向かう重要な転換点が読み取れるだろう。最後に第三章では，『失わ

れた時を求めて』の「ほの暗い部屋」へと立ち返り，その描写と『見出された時』における小説

創造の啓示の場面との比較を試みる。それによって「ほの暗い部屋」というプルースト的トポス

の特質が，いかに作家の文学創造の理念に通じるものであるかを検証できるであろう。

第一章　「ほの暗い部屋」

「ほの暗い部屋」は，以下に引用したパリの部屋の描写の中で，プルースト自身によって互い

に関連づけられた，三つの部屋の描写に基づいて設定されている。引用は『ゲルマントの方』で，

主人公が夕食に誘ったステルマリア夫人からの返事を寝室で待つ場面である。

翫4診勉4傭，タθ〃〆6’8π4∫5∫〃7〃ZOπ1ゴちノθ1診ア〃24’」θ5　yθ〃κ〃π傭4πちρμゴ51θ5ア0〃傭．　Aκ一4θ55〃54θ5

裾θ4雌伽’y〃碗ρ1〃59〃’卿〃励6θ厩7〃θノ0κア9〃∫4〃傭5’・わ56κκ’554紘ノθアθ60〃編55諮6θ漉

乃θμアθ’πκ’f’θ，〃θ∫∫治Z41θρ701bπ44御ρ14ゴ5”，θ診40漉ノ’4εノ4’54ρρア∫5∂B41わθ6　a　60π〃4髭7θ1θ〃’4θ50〃Zわ7θθ’

441ゴ6∫θκκ，9μ4π45θ〃」4〃z5〃246乃6〃め7θ60〃2〃2θ〃z6勿’θπ4πちpendant　que　tous　les　autres　6taientゑ

d1ner，　le　voyais　sans　tristesse　le　lour　mourir　au－dessus　des　rideaux，【．．．1．　Je　sautai　a　bas　de　mon　lit，　le

passai　ma　cravate　noire，　le　donnai　un　coup　de　brosse　a　mes　cheveux，　gestes　derniers　d’une　mise　en

ordre　tardive，　ex6cut6s　a　Balbec　en　pensant　non　a　moi　mais　aux　femmes　que　je　verraisゑRivebelle，

tandis　que　le　leur　souriais　d’avance　dans　la　glace　oblique　de　ma　chambre，　et　rest6s註cause　de　cela　les

signes　avant－coureurs　d’un　divertissement　mel6　de　lumi6res　et　de　musique．　Co肋πθ4θ55恕πθ5解4g勾μθ5

ゴ151’6Z／0σκ4’θπちわ’θ〃ρ1μ5’θγ4β1’54∫θπ’44タ∂，　g7∂6θ∂θ〃κノ’4〃4∫54θ∫4　Z／6アゴ彪Z4πθπ0∫’0π6μ55’6θγ孟4’πθ，

4θ50π伽γ〃2θθ励7傭θ’加01θ〃ηθタo〃細π6θ4μ55∫60〃ψ12∫θ9〃θ6θ〃θ59〃θデ〃4ゴΩCo〃zわγ4γ，4〃

〃ZO∫54θタ〃f〃θち9聯4タ’θπ’θπ44∫51θ560〃ρ54θ〃3〃∫θ4〃θ1’θ〃伽〃θ〃アθ’9〃θタθタ0〃細ゴ5，44π514

加勧θμ74θ脚6加〃かθπ0〃θ，4θ’4伽1θ〃アθ’伽501θゴ112）．

ここでは「ほの暗い部屋」の特徴を取り出すために，三つの部屋の共通点を中心に分析する。

まず，パリとバルベックの部屋の描写が，同一の状況設定を共有していることに気づく。寝室の

閉じたカーテンの上に残る夕暮れの最後の光が，主人公にバルベックを思い出させている。さら

にバルベックでの食事前の身支度が，女性達との歓楽のまえぶれとして，パリの部屋においても

再び登場する。そうした身支度は，「魔法のしるし」・des　signes　magiques・として歓楽を喚起す

るだけでなく，先取りすることで既に実現しているのである。こうした快楽の受容の仕方がコン

プレーの部屋との共通点として挙げられている。それは，観念や魅力を直接的に体験するよりも，
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間接的に喚起されることで味わう方が，より正確かつ全的に味わうことができるということであ

る。

つぎにバルベックの部屋の描写に移る。『花咲く乙女たちのかげに』で，主人公は夕食の際に

見かける女達への期待に胸を膨らませつつ，身支度をしている。

1θ〃2θ〃2θ伽54θわ・漉〃π∫π5孟4π∫θ∫〃4漉4θ〃〆6’θ〃4アθ4θ〃0κ〃θ4〃，タθ1診γ〃24f5’θ59γ4π45γゴ4鋤κ．A舅一

4θ55御54’θ〃κ，タθ〃0卿54θ〃20π1’吻74ゴθ4θ6’〃∫69〃リァθ5励θπω7θ，5’4550励γ∫554πち5’4〃Z∫π6f55傭

ρ7097θ55f〃θ吻θ〃ちmais　c’est　sans　m’attrister　et　sans　lui　donner　de　regret　que　le　laissais　ainsi　mourir　au

haut　des　rideaux　l’heure　o血d’habitude　l’6tais　a　table，　car　le　savais　que　ce　lour－ci　6tait　d’une　autre　sorte

que　les　autres，　plus　long　comme　ceux　du　p61e　que　la　nuit　interrompt　seulement　quelques　minutes；le

savais　que　de　la　chrysalide　de　ce　cr6puscule　se　pr6parait　a　sortir，　par　une　radieuse　m6tamorphose，　la

lumi6re　6clatante　du　restaurant　de　Rivebelle．1θ醒θ4∫54ゴ5ご《1’θ5πθ辮ρ5》∫ノθ〃甜履55μア’θ’∫∫，ノθ擁θ

1θZノσ∫5，　タ，46乃θZ／4ゴ5　〃24　’0ゴ’θ∫診θ　∫　θ’ノθ　診ア0多4Z／4f5　4μ　‘乃6γ〃2θ　∂　6θ5　’π5’βπ彦5　」1π多4診∫’θ5，　4〃6965　4θ　∫0凄4’々γ4θ4〃

〃解彪γ∫θ’，0滋∫4〃4’5qμ，θπわσ51θ5σ〃’アθ54fπ4’θ〃’，タθガθ〃ψ’0γ4∫51θ5戸）γ6θ546‘μ〃2〃’6θ5ρθπ44班

1’加46’∫Zノ詑64θ6θ”θβπ4θノ0〃アπ6θ《1μ匂5661らθ7〃20π60アρ5，滋ρσ55θ7〃π5〃20々fπ9，∂4＃σ6乃θ7〃班6ア4μ4∫θ，

∂伽θ診0〃56θ59θ5’θ59μθ9〃’4疏4の1θρ’4∫5’7鋭θπ4〃4θγθツ0’7’θ〃θ1診〃2〃2θ9吻’〃4ゴ57θ〃2σア9κ6θ14

4θ7π諺7θ戸）’5aR勿θわθ1’θ，［．．．】13｝．

閉じたカーテンの上に残る，夕暮れの最後の光が描かれていることに加え，食事の前の身支度

が快楽を予告するシーニュとして現れているなど，パリの部屋と同じ状況設定が確認できる。快

楽の享受の仕方について言及されてはいないが，身支度に費やす時間の形容に，「あらゆる物質

的な重荷から開放された」という表現がみられる。服を着るという身支度そのものは物理的な行

為であり，この表現は適切でないように思、われる。ゆえに，この言葉が形容するのは，行為とし

ての身支度ではなく，それによって導かれた快楽を味わう時の性質だと考えられる。この時にお

いて主人公は，実際に体験することなく，身支度が生み出す快楽を享受することができるのであ

る。「物質的な重荷」とは，快楽を肉体的に味わうということを指すのではないだろうか。それ

がなぜ「重荷」という否定的な形容がなされるかについては，つぎのコンブレーの部屋の描写に

その理由をさぐることができる。

語り手が少年時代の夏を過ごしたコンブレーの部屋の描写において，直接的な経験は魅力の十全

な把握を妨げるものとして表現されている。

【＿］タθ〃〆働4’56∫θπ4勿5躍規0”露ちμπ1勿7θ滋毎彫4加，44π5醒46乃β〃め7θ〈1痂ρア0だ9θ4鉱θ”かθ吻わ砺漉56

擁6伽ア〃4π5ρ〃θπ診θθψ49∫’θ6・π’γθ’θ5・1θゴ’4θゆ725一加4’4θγγ∫27θ5θ5ツ・」θ孟5ρ7θ59露θσ’・5・劒π

7θ11θ∫4θノo解〃βゴ∫ρo〃プ’4漉’アo㍑〃4吻oγθπ4θ々’7θρ455θア5θ54ゴ1θ5／4〃πθ5，et　restait　immob童le　entre　k

bois　et　le　vitrage，　dans　un　coin，　comme　un　papillon　pos6・Il　falsait　a　peine　assez　clair　pour　lire，　et　Z4

5θπ54震ゴoπ4θ’45ρ1θ〃4θ〃74θ」4’μ〃2諺アθκθ〃2’6’4琵40ηη6θq舅θρβア’θ560〃ρ51｝4ρρ65dans　la　rue　de　la
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Cure　par　Camus［．．．］contre　des　caisses　poussi6reuses［＿】；θ’4〃55ゆ〃’θ5海oκ6わθ5　qui　ex6cutaient

devant　moi，　dans　leur　petit　concert，　comme　la　musique　de　chambre　de　P6t6；1＿】elle　n’en　r6veille　pas

seulement　Pimage　dans　notre　m6moire，　elle　en　certifie　le　retour，’4ργ65θπ‘θθ〃乙‘加θ，　ambiante，

imm6diatement　accessible．

Cθ”θoわ56κ7θ加勧θ御74θ〃246加〃かθ伽銘β〃ρ1θ’π501θゴ14θ’4ア〃θ，6θσ〃θ1’o〃かθθ5’4〃74yo”，

♂θ5∫一滋・4ゴγθ4〃55ゴ’〃〃2∫πθ〃5θ9〃θ’〃ちθ∫0伽”加2・π伽9伽’加1θ5ρθ6’461θ∫0’4’4θ”6’〃0π’〃7θ5

5θπ55∫加砺薦θπργ・〃2θπ44θ，ガ4〃γ4劔ρκタ伽79〃θρ〃〃2・76θ4〃κ；【＿」14｝．

散歩は夏の光景を断片化してしまうので，「夏の総体的な光景」を獲得することができるのは，

むしろ部屋の中であることが示されている。これらの表現から，想像力の中で外界を再構築する

ことが，そのレアリテや魅力の完全な把握を可能にするのだということが理解できる。パリやコ

ンブレーの部屋の描写はこの特徴を共有している。そしてそのような捉え方が明確に表われては

いないバルベックにおいても，これと同様の論理が働き，パリの部屋と同じように，感じられる

快楽が正確で，総体的なものであると推察される。

ここで「ほの暗い部屋」の特徴をまとめておこう。まずそれは完全に閉ざされてはおらず，ま

た完全に闇に沈んではいないという点である。この設定によって，部屋の中にいる「私」に外界

の存在が，コンブレーの部屋であれば外の暑く輝く夏の世界が，バルベックやパリの部屋であれ

ばレストランが示唆されるのである。ベルナール・プランもまた，引きこもった主体と外的生活

とをつなぐものとして部屋に差し込む光を捉えている豆5｝。そして「私」の想像力の中で，直接的

な体験ではなく，何らかの刺激によって外界が喚起されることで，その本質的なレアリテが正確

で全的なものとして認識されるのである。重要なのは，この特異な外界把握が「ほの暗い部屋」’6）

でのみ可能だということである。

第二章　「ほの暗い部屋」の発展過程

a萌芽：『ジャン・サントゥイユ』

コンブレーの部屋の描写の直接的源泉は，『ジャン・サントゥイユ』の「イリエにて」におけ

る「食後の無為」と題された断章にあるといえるだろう。この断章をコンブレーの部屋の描写と

比較することで，ここに現れている「ほの暗い部屋」の構成要素を特定したい。「食後の無為」

の後半は，主人公が階上の自室へと上がった後の場面を描いている。この後半部分には，コンブ

レーの部屋の描写に属するような場面設定や表現，部屋の中で外の音を聞く心地よさ，音による

回想，などが見出される。

ノθ4π〃20π魏鉱44π5546乃σ〃2わγθ．Lθ5　Z／01θ’5窃4ゴθ疵1彰γ〃245・M4f5∫1諏γ4髭θπ607θ’θ5γゴ4θ4〃κθ∫5θノθ∫4π5舅γ

50π’鉱，5’θπ40捌4ゴ≠〃ゴ∫θ，se　r6veillant　de　temps　en　temps，　les　lambes　lourdes　comme　s’il　avait　march6，

mais　d’une蓋ourdeur　qunui　donnerait　envie　de　la　secouer　tout　a　heure　en　allant　se　promener，　en
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attendant　les　membres　6pars　comme　d61i6s　autour　de　lui，［＿］．1＿】，θ∫o酬4碑51’6吻05ρ舵γθ〃加’腕θ〃

と♪0π，ρθπ44η診9〃θ’θ60μZノγθ多4γ1｝βρρθ44π5147多∫θ，40γ〃Z∫ア〃πρθ〃14’診∫θ60π∫γθ50η07θゴ〃θγ．［．．．】

［＿」1θ4ηθπ’θ痂∫’50μ4痂〃πθ〃∫わ纏oπ50π07θρ7254θ1砿石〃θ5’466γo細鉱E’γθ〃oγ4〃蜘〃∫4’観

60〃ρ1θ5わθ砺κタo〃γ54’111ゴθア5，1es　pommiers　en　fleurs　dans　le　pr6，　le　couvreur　frappant　dans　Ia　rue，　la

peche　dans　P6tang，　Jean　remerciait　ces　innocentes　musiciennes　qui　venaient　prさs　de　lui　lui　annoncer

bruyamment　qu’il　devait　se　r610uir，　qu’il　n’6tait　ni　en　dehors　de　la　nature　ni　en　dehors　de　l’6t6　puisqu’il

6tait　pr壱s　d’elles，θ’44π51θ〃γ6乃4〃50π吻oπo霊oπθ1μ’γθ4f54歪θπ’14910〃θ｛5’θγπθ〃θ4θ”6∫6エ7｝．

場面設定はコンブレーの部屋と同一で，夏の昼食後主人公が階上の自室に上がるという状況で

ある。また，閉ざされた部屋の中での外と中との世界の対比は，以下に挙げる多くの表現と同じ

く，コンブレーの部屋の描写へと差し向けるものである。物を叩く音，ハエの羽音，そしてそれ

を聞く喜びなどの表現が，この二つのテクストの共通性を示している。さらにハエの羽音による

「夏の永遠の栄光」の想起は，コンブレーの同文脈による「夏の現前」の想起を思わせる。この

ように，外界を間接的に感じる喜びは，「ほの暗い部屋」におけるそれと同一のものであるとい

える。

しかし，コンブレーの部屋での精神活動がより複雑に観念化されているのに比べ，『ジャン・

サントゥイユ』のそれはまだ素朴な段階でしかない。コンブレーの部屋の描写では夏の光景が，

主人公の想像力の中で，外の強い日差しや暑さとは対照的な「ほの暗い涼しさ」によって外界が

喚起されることで，逆説的に再創造されていた。しかしここでは，ハエの羽音を聞くことで，単

に夏の日々が思い出されているに過ぎないのである。この想起は，プルーストが書いているよう

に，ハエの羽音という「自然の音楽」が保持している「それを聞いた場所や時代の思い出」が目

覚めるということに留まっている18｝。この音楽が，コンブレーの部屋の描写でのような，直接的

体験を上回る総体的な認識をもたらすことはない。レアリテの完全な把握という，想像力によっ

てのみ実現されうる「ほの暗い部屋」での特権的な対象把握は，まだ実現していないのである。

このように『ジャン・サントゥイユ』には，後のコンブレーにつながるさまざまな要素を見出

すことができる。しかし，「ほの暗い部屋」特有の精神活動は未だ展開されていない。ここでは

まだ単なる想起に留まっており，想像力の中で再創造するという段階には至っていない。では，

このような想像力の積極的な働きはどのように作り上げられてゆくのだろうか。

b。転換点：「読書について」

「ほの暗い部屋」の成立過程において，『ジャン・サントゥイユ』と「コンブレー」との間に

位置し，その転換点を成すのが「読書について」の論考19）であるといえる。それはこの三者に，

休暇中田舎の親戚の家で過ごす暑い日の昼食後，階上の自室へと上がるという，共通する設定が

認められるからである。おそらくプルーストの実体験，幼年時代の休暇を田舎の親戚の家で過ご

した日々が共通の枠組みとして描かれているといえる。
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Aρア｛｝51θ46ノθZ4ηθ7，　〃24　1θ6’多47θアθρアθπ4ゴ”0κ’4θ5〃’診θ∫5多6ア彦0多6彦5ゴ’4／OZ6アπ6θ6∫4f’多4πρθ多66浸72〃4θ，　‘乃46多4π

吻oπ嬬5θアθ”7θ744π∫54伽〃2わ7θ，6θ卿〃2θρθγ〃昭吻ゴちρ4ア’θρθ漉θ5641ゴθア4媚〃z476乃θ5

ア4ρρ706屍θ5，4θgβgπθγ∫o厩4θ5〃ゴ’θ14加θ朋θ，aPunique　6tage　si　bas　que　des　fenetres　enlamb6es　on

n’aurait　eu　qu’un　saut　d’enfant　a　faire　pour　se　trouver　dans　la　rue．1’4〃4ゴ51診プ〃zθ7〃241診π2〃θsans　avoir

pu　esquiver　le　salut　de　1’armurier　d’en　face，［．．．］20）．

重要なのは，吉田城が生成研究の観点から明らかにしているように2D，「読書について」で描か

れているこの一日が，幼年時代の読書体験を時間的，空間的に再構成したものであり，コンブレ

一の世界に直接結びつく点である。この「長い一日」，「観念化された一日」というコンブレーの

構造がプルーストのテクストに現れるのは「読書について」が初めてのことである。それは，直

説法半過去を基本的な動詞の時制とし，かつての日々のさまざまな体験をある典型的な一日のな

かに再構成するもので，後の「コンブレー」において十全に展開されることになる。

しかしこの共通の場面設定を除くと，コンブレーの部屋や『ジャン・サントゥイユ』で確認し

た，外界を部屋の中で感じるといった描写を見ることはない。その代わりに自分の部屋の家具や

室内装飾についての具体的描写が延々と続き，さらに自分の理想とする部屋までもが語られる。

このあと文章は，「読書について」という題名が示すように，読書体験をめぐる描写へと移って

いくのである。この部屋に関する描写と考察は，プルーストが唯一ここでのみ展開するもので，

他のテクストには見られない。とはいえ，こうした描写や考察がコンブレーの世界に直接つなが

る世界に含まれていることから，それらを分析の対象とすることも無意味なことではないであろ

う。コンブレーの寝室の描写に直接的に結びつくものでなくとも，何らかの関連が認められる。

この部屋の描写は，ある対立構造によって特徴づけられる。それは，室内装飾をめぐる，ある

人々の主張と，それに対する語り手・プルーストの考えである。自分の部屋の描写も，理想の部

屋の描写も，それぞれ，ウィリアム・モリスの室内装飾理論や「趣味に生きる人々」の室内とい

う他者の主張を述べた後に，それに反駁する形で展開されている22）。この構図に，他者を乗り越

えて独自の見解へと向かうプルーストの姿を垣間見ることができるのではないだろうか。修士論

文においては，この乗り越えるべき他者として，ウィリァム・モリス，「趣味に生きる人」とし

て暗示されるロベール・ド・モンテスキウ，さらにプルーストにおける最大の他者ともいえるジ

ヨン・ラスキンについて検討したが，紙幅の都合によりここで立ち入ることはできないお）。

ここではむしろ「ほの暗い部屋」の想像力の働きについて考察するにとどめたい。この働きは

特に理想の部屋の描写において強調されている。この理想の部屋は「非我」・non－moi・なるもの

に満ちており，そこではこの「非我」という要素が想像力を刺激するものとして描かれている。

Po〃γ〃zo∫，ノθπθ〃2θ5θ〃5　z雇〃γθθ∫ρθπ5θア｛1〃θ44π5〃ノzθ6」らσ〃2わアθo毒’o御∫θ5診’467’64∫foπθ診’θ14πgβgθ4θ

1ノゴθ5ρ70ノを）π46〃2θ〃’4ゴ形アθπ’θ5　4ε　’4　〃2∫θπ〃θ，　4，〃π90”∫0ρρ0566〃　〃2∫ε〃，　0ゴ≧タθ　〃θ　7θ診γ0〃〃θ　γ’θπ　0「θ　〃24

ρθπ56θ6・π56∫θ吻，・劾20π伽9吻彦∫・π5’θκ4”θθπ5θ5θπ彦4漉ρ’・η96θ4μ5伽4牌・〃一〃2・’；leneme

sens　heureux　qu℃n　mettant　le　pied－avenue　de　Ia　Gare，　sur　le　port　ou　place　de　l’豆glise－dans　un　de
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ces　h6tels　de　province　aux　longs　corridors　froids　o心le　vent　du　dehors　lutte　avec　succ色s　contre　les

efforts　du　calorifさre，　o血la　carte　de　g60graphie　d6taill6e　de　l’arrondissement　est　encore　le　seul　ornement

des　murs，　oh　chaque　bruit　ne　sert　qu’a　faire　apparaitre　le　silence　en　le　d6plagant，　oU　les　chambres

gardent　un　parfum　de　renferm6　que　le　grand　air　vient　laver，　mais　s’efface　pas，　et　que　les　narines

aspirent　cent　fois　pour　PapPorter　a　Pimagination，　qui　s’en　enchante，9〃’1θ々πρ05θア60祝吻θ翅

吻0421θρ0〃7θ554γθ74θ1θ7θ6ア6θ7θπθ〃θ〃θ6魏∫6θ9κ’∫160纏θ漉4θρθ〃56θ5θ’4θ50κ〃θπ〃ε工＿】241．

引用部の冒頭3行は，「私の生命とは根本的に異なった生命」，「私の趣味とは正反対の趣味」，

「自分の意識的思考を全く見出さないような部屋」，「「非我」のさなか」など，他者や未知の部屋

を示す語で溢れている。ネクトゥーは，未知の部屋がもたらす恐怖と魅力がプルーストの重要な

主題の一つであることを示しているがお｝，これはその極端な例だといえる。

プルーストが部屋についてふれるときには，既知の部屋が自己の延長として捉えられることが

多い。未知の部屋については，バルベックのホテルの部屋がその代表としてあげられるが，それ

は常に恐怖とともに語られる。プルーストにおいてはこの自分と異なる要素が肯定的な側面を持

つことはほとんどない。ネクトゥーの分析によれば，未知の部屋が慣れによって「自我」へ徐々

に近づき，なかば既知となった時に初めてそれが魅力となり，部屋の描写が生まれるのである26）。

しかしここでは未知の部屋の「非我」がなじまないままであるにもかかわらず，肯定的に扱われ

ている。

またここで登場しているのは田舎の安宿とおぼしき部屋である。それは『失われた時を求めて』

に現れるどのホテルの部屋からも，またプルースト自身が泊まったことのある一流のホテルの部

屋からも遠いものである。特に寒さとすき間風を嫌い，未知の部屋の匂いに悩まされていた『失

われた時を求めて』の主人公，またプルースト自身の好みからも正反対である。にもかかわらず，

プルーストはこの部屋でのみ「自分が本当に生き，考えていると感じる」と書いている。ではな

ぜこの「非我」が好意的に捉えられているのだろうか。

それはこのテクストに表れている，「生命の創造であり，言語である」，「想像力が舞い上がる」，

「自らのうちに再創造する」という表現が暗示するように，芸術創造に関わる理由からではない

だろうか。これらの想像力や創造という表現に結びついているのが，「私」と深く異なる要素で

あることは注目に値する。未知の部屋の本来嫌悪されるべき要素が，想像力を，さらに言えば創

造性を促すものとして表現されているのである。ネクトゥーはこの描写をプルーストの創作の源
●　　　　・

泉として例に挙げ，「プルーストにおいて未知の部屋がもたらす相違は，豊かさ，あらゆる深い

印象の源泉であり，現在において過酷なものであっても，未来の作品においては喜びへと変わる

のである27｝」と述べている。ゆえに未知の部屋に苦しむ実存在の「私」ではなく，作品創造の観

点にたてば，この「非我」の要素が歓迎すべきものとして立ち表れてくるのではないだろうか。

自分とかけ離れた要素は，独自の作品を生み出すための想像力の刺激として機能するからこそ，

肯定されているのだと考えられる。以上の点からも，他者の存在を刺激として独自の創造行為へ

と向かうプルーストの姿を確認することができる銘）。
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ここで上記に加えて重要なのは，プルーストが「（想像力は）匂いに含まれている思考や思い

出すべてを使ってそれを自らのうちに再創造しようと努める」と述べているように，部屋の中で

対象を再創造するという想像力の重要な役割が認められる点である。この機能に関して，理想の

部屋と「ほの暗い部屋」との問には通底するものがあるといえる。すでに見たように，「ほの暗

い部屋」において主人公は，外界を想像力によって再創造することで，その全的な享受を可能に

していた。この理想の部屋においてプルーストは，想像力によって思考や思い出を再創造すると

している。この想像力の働きが，『ジャン・サントゥイユ』での単なる外界の想起を，「ほの暗い

部屋」の想像力による外界の総体的な認識へと変える重要な要素だと考えられる。というのも，

第一章でも触れたように，想像力によって外界を再創造するという行為こそが，レアリテの完全

な把握を可能にするものだからである。そこから，特権的な受容という「ほの暗い部屋」の根源

的な特徴が生まれてくるのだといえる。

またいかにして他者の影響から脱するかという重大な問題が，部屋の描写に分かち難く結びつ

いていることは，プルーストにおける「部屋」の持つ重要性を改めて示している。また「部屋」

が自分自身の創作活動へと向かう過程において，特別な場を形成しているともいえるだろう。こ

のような「部屋」の性格も，「ほの暗い部屋」に反映されていると考えられる。この「ほの暗い

部屋」での想像と創造行為との関係については，第三章で検証したい。

第三章　「ほの暗い部屋」の創造性

a「ほの暗い部屋」

つぎの引用は，第一章で分析した場面とは異なる，もう一つのバルベックの部屋の描写である

が，ここにも「ほの暗い部屋」の性格が認められる。『花咲く乙女たちのかげに』の第二部「土

地の名：土地」の最後で，バルベックでの生活が総括される場面である。

【＿】Cθ9〃θノθ7〃ゴ5ργθ5σ〃ゴπ〃〃ゴ4わ’θ〃2θ班9〃4π4タθρθπ5〃f5身Bβ1わθ6，6θ角γθπ”θ5〃20〃2θπ広50諺6加《1〃θ

〃24’”Z，　ρθπ44π診　’4　わθ”θ　54∫50π，　60〃2〃2θタθ　4θ〃6Z∫5　’，4ργ25－〃露4∫507診∫γσ〃θ6　！LJわθγ診’πθ　θ’5θ5　4〃露θ5，　〃74

9襯4一諮・5〃ア1襯・・4〃吻64θ6∫棚・1碗の・θ・∫θプ6・励6伽5”・わ56〃磁［＿］．Acau・ed・latr・P

grande　lumi色re，　le　gardais　ferm6s　le　plus　longtemps　possible　les　grands　rideaux　violets　qui　m’avaient

t6moign6　tant　d’hostilit61e　premier　soir．　Mais　comme　malgr61es　6pingles　avec　lesquelles，　pour　que　le

lour　ne　passat　pas，　Frangoise　les　attacha孟t　chaque　soir　et　qu’elle　seule　savait　d6faire，　comme　malgr61es

couvertures，　le　dessus　de　table　en　cretonne　rouge，　les　6toffes　prises　id　ou韮a　qu’elle　y　alustait，　e1董e

n’arrivait　pas　a　les　faire　loindre　exactement，1’oわ56〃ア漉π’6’疏ρ4560吻ρ1診診d＿】．／θ翅θアθ60〃6加∫5ξ

0塊64θ90諺≠θ7，54π5わ0μ9θろρ〃”珈49吻’加5θ〃’θ〃2θπちθ∫’0〃5∂141bお，’θ5ρ’4f5〃54θ5ノθ〃κ，4〃

わ伽，4θ’4〃74励θ，9％θ’4〃24加6ε60π5θ’〃4”，切0ゴθ1撚4’∫∂4’惚わ7〃γ4〃2〃Zθπ∫〃2・πα2〃760翅〃2θ〃紹

脚6痂θθπρ1伽θ4‘’ゴ0π，脚∫5伽〃20わゴ’θ，θ’9〃吻ρθ〃匂〃θ466伽9θr54吻55θ5〃γρ146θθ雇0〃γπ4窺

5〃γθ〃θ一罐耀四｝．
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ここでも，「ほの暗い部屋」という特異な空間が再確認できる。朝のほの暗い部屋，そして閉

ざされた部屋にほのかに差し込む光によって喚起された外の世界がそれを示している。この部屋

における快楽の受容，その朝が喚起するさまざまな快楽を想像力によって一度に味わうことは，

実際に体験しないからこそ十全に味わうことができるという，「ほの暗い部屋」の外界把握にあ

てはまるものである。

ミゲ＝オラニエは，この箇所の草稿分析3°）にもとづき，プルーストがこの特別な室内空間を創

作するにあたり，窓ガラスから光がたっぷりと差し込む明るい部屋から，明け方の暗がりの中へ

と空間を閉ざしていったことを指摘している。またプルーストが「大気や太陽に浸ったボート遊

びについての直接的な喜び3D」を削除したことに触れ，このことからこのテクストが「病気がち

で，閉ざされた部屋の中で純粋に精神的にしか楽しむごができなかった青年期に，生きられたか

もしれないような夏の海の永遠の思い出へ向かっている32）」のだと述べている。なかば閉ざされ

た空間への移行と，またそれと時を同じくした直接的な体験から間接的な想起への推移とに，は

たしてどこまでプルーストが意識的だったかはわからない。しかし私たちはここに「ほの暗い部

屋」のモチーフ，外と内との対立を背景とした，部屋で過ごす中での想像力による逆説的な外界

享受という，共通の構造を準備するプルーストの姿を見出すこともできるのではないだろうか。

さらにこの「ほの暗い部屋」での想像力が，「その場で回転する」・en　tournant　sur　elle－m6me・

ことでエネルギーを発散させる機械の動きに喩えられていることは注目に値する。ここでは「ほ

の暗い部屋」での特異な外界認識だけでなく，それを可能にする想像力の活動そのものが，機械

の比喩・comme　une　machine・によって強調されているといえる。ミゲ＝オラニエは「使われて

いない体のエネルギーが精神的エネルギーへと変化し，それが想像力を育んでいる33）」と指摘す

る。この想像力の活発な動きは，「読書について」で見てきたように，主人公の精神活動がより

創造的なものへと向かっているということを暗示しているようにも思われる。

b．新たな「ほの暗い部屋」

「ほの暗い部屋」での精神活動の発展は『囚われの女』冒頭，パリの部屋のもう一つの描写に

おいてさらに明らかである。つぎの引用は主人公とアルベルチーヌとの同棲生活期間からの一節

である。

∫’タθ〆伽ゴ5ρ454〃646‘0〃ψ49πθプ肋θ伽θ44π554’0π9〃θ‘・κア5θ，〃2・πθ5舛ガθ御494わ0π4θ7βゴ’9μθ

4〃4伽9θθ∫ρ・〃ア〃・ゴ77θ角564θ9・ρ∫θ7〃θ‘〃2θ55θπ56θ”θ〃泌”6θ菰タθノ・〃細f5θπ伽9珈’めπ4θ

，o〃，θ5’θ5彿4，’π685ρ478〃θ5，ρ4556850〃ρ055ゴう165，　plus　exactement　d’un　certain　tアpe　de　matin6es　dont

toutes　celles　du　meme　genre　n’6taient　que　Pintermittente　apParit重on　et　que　j’avais　vite　reconnu；［＿1．

Cθ∫∫θ〃24加6θ漉4’θ60〃め14ゴ∫〃zoπθ5ργ髭4θア4幽6ρθγ脚πθ鷹ゴ4θπ吻μθ∂∫・〃’θ5’θ5〃24診’π6θ5

5θ〃2わ励185，θ’〃2860〃朔〃吻〃4露〃πθ4〃497θ558卯θ〃20〃窃〃’4846励’伽θ伽2伽4ゴ’ρ45：1e　bien－etre

r6sultant　pour　nous　beaucoup　moins　de　notre　bonne　sant6　que　de　l’exc6dent　inemploy6　de　nos　forces，
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nous　pouvons　y　atteindre，　tout　aussi　bien　qu’en　augmentant　celles－ci，　en　restreignant　notre　activit6．

Cθ〃θ4傭タθ44∂0744’5θ’9〃θノθ〃2痂診θ鰯5θπρ〃ゴ55碑6θ44η5〃20η1∫ち〃7θμ5疏彦7θ55駕θア，

’漉ア加7θ彫θπ’わ・〃4〃，60〃2〃Zθ襯θ脚6伽θ9〃’，θ〃ψ26乃6θ4θ伽π9θ〃θρ146θ，醜アπθ5〃γθ〃θ一

吻2吻θ謝．

この朝の場面では，主人公は寝室にアルベルチーヌをベルで呼び，彼女の今日の予定を聞いた

後，再び部屋で一人になっている。カーテンが開いているかどうかは明示されていない。しかし

ここで重要なのは，この部屋が「ほの暗い部屋」の特徴的性格を引き継いでおり，主人公が部屋

で一人過ごす中で，想像力によって外の朝の世界が総体的なものとして認識されていることであ

る。さらに重要なのはこの把握が，たとえばコンブレーの夏の日々といった，全的ではありなが

らもその季節と場所に限定されたものから，こうした制約をも超えた，朝の「永遠の現実」とい

う，より包括的な受容へと拡大している点である。従って，「ほの暗い部屋」での特別な観念の

捉え方である，総体的な把握がよりいっそう強化されているように思われる。引用文の最後に出

てくる機械の比喩・comme　une　machine・がそれを裏づけており，バルベックの部屋では「私」

の心臓・mon　c㏄ur・と結びついていたこのエネルギーが，ここでは「私」全体を包み込み，「揺

り動かし」，「飛び跳ね」・me　faisait　tressauter，　int6rieurement　bondlr＞〉させるに至っている。

こうした部屋の性格は「ほの暗い部屋」から発展したものだということができる。両者の違い

は，そこにあらわれた時の観念にある。「ほの暗い部屋」では，特権的な把握の対象である外界
、　　　　　　、　　　、

が，部屋の中にいる「私」の今とこことに分かちがたく結びついていた。それに対し，このパリ

の部屋では，想像力のさらなる働きによってこの受容に超時間性がつけ加わっているのである。

「同じような，過去の，あるいは可能な，あらゆる朝」という文言が示しているように，それは

現在や過去を超えたものであるといえる。・identique　a　toutes　les　matin6es　semblables・の

・identique・という形容詞が暗示しているのは，主人公一語り手がさまざまなの時と場所のなか

に，そうした枠を超えた同一性を見出しているということである。それは，現在に組み込まれて

いる「私」から離れて，現在，過去，未来という時間の観念を傭畷することである。

第一章でとりあげたパリの「ほの暗い部屋」においても，コンブレー，バルベックでの同様の

体験によって過去が想起されてはいるが，そこで強調されているのは，時を超えた同一性ではな

く，三つの部屋に共通する外界の全体的な享受という現象であった。それはそれぞれのつながり

を示す表現を比較すれば明らかである。このパリの部屋の描写では，そのつながりは先に述べた

ように・identique・という超時間的な言葉で表現されている。これに対し第一章で分析した描写

では，そのつながりは・dont　l’avais　apprisゑBalbec・，・que　l’avais　a　Combray・という，それぞ

れの時と場所を指示する表現に読み取れるのである。

またこの違いは，この二つのテクストにおける語り手の視点の比較からも確かめることができ

る。パリの「ほの暗い部屋」の描写とこのパリの部屋の描写は，どちらも単純過去の時制で語ら

れた過去の描写ではあるが，両者からは違いを読み取ることができる。前者は・Le　lendemaln，　il

fit　froid　et　beau・という文章で始まる段落に含まれ，過去のある一日から「次の日」へと移りゆ
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く時間の流れに沿うように語りが繰り広げられている謝。一連の動作が時の経過とともにつづら

れていることから，語り手が主人公に寄り添うようにこの場面を展開しているといえる。これに

対してこのパリの部屋の描写では，『囚われの女』冒頭に現われる一文が語り手の位置を定めて

いる（《Ce　fut　du　reste　surtout　de　ma　chambre　que　le　pergus　la　vie　ext6rieure　pendant　cette　p6riode

お㌧〉）。この一文から語り手が過去の一時期を回顧し，総括していることがわかる。語り手が過去

の時に対して，前者とは異なる傭鰍的視点に立っていることが暗示されているといえる。ベルナ

一ル・プランは，プルーストがこの冒頭の創作中に，最終的にはその違いはあまり明確ではなく

なるものの，語り手と主人公を区別しようとしていたことを明らかにしている371。ゆえにこうし

た語り手の異なる立場が，現在に根ざした描写と，時を超えた超時間性との違いとなって表れて

いるのである。

この超時間性は「同じような，過去の，あるいは可能な，あらゆる朝」が「理想的な朝」とい

う表現に言い換えられていることからも分かるように，朝のエッセンスを表わしている。そこに

は『見出された時』において主人公一語り手が文学創造の啓示を受ける契機となる，無意志的記

憶によって見出す「事物のエッセンス」さえも読み取ることができる。これから見ていくように，

それは時空間の制約を超えた領域に存在する。今まで分析してきた引用箇所に続く以下の段落で，

この超時間性についての考察を深めていきたい。

Fγ4π亭・ゴ5θびθ蘭’4〃〃〃Zθア’θ卿θゆ・μ71θ⑳θρ7θη4γθγタθ嬬9躍吻κθ5わア帽ゴ〃θ54傭1’0伽γ，0κ伽θ

ρθ雇4ππ0碗”薦，466吻4∫κ〃診0御74θ146乃θ履π4θ襯6θκ1θ脚gfg〃θ44π51θ9〃θ’，〃ゲ4ρθκθ〃4漉〃20∫一

物伽θθ〃’雇π4θ1ゴァ8劾η’δ’aCo〃2加4γ，魏漉δ∫∂Do〃6ゴ2アθ5，ノ’4’4お4μ55々oγθ〃κ，プ85如漉44〃5擁4

6加〃かθ∂P47∫5，　que　si　j’avais　6t6　sur　le　point　de　partir　en　promenade　du　c6t6　de　M6s6glise　ou　de

retrouver　Saint－Loup　et　ses　amis　faisant　du　service　en　campagne．［＿l　Mais　eussent－ils　pu　lamais　n’etre

que　cela　pour　moi　et　euss6－le　pu　en　me　les　rapPelant　les　revoir　seulement，　que　50〃44ゴπ’」5プθ1悔52’θ〃’8〃

彫0ら4θ〃20〃・碗θ纏θγ，ρ〃’4〃θ伽♂〃〃θ5θ脚’foπ∫4θ纏9〃θ，”θ〃加∫，”4401θ56θ疵9μゴ’θ5〃4伽〃5．

11π，）・σ〃4∫孟ρσ5　θ〃5θ多4’θ〃2θη∫6乃4π9θ〃2θ〃’orθ診θ〃2ρ5　4θ乃075，　0κ　44π5　」4　（：乃4〃2わアθ〃204爺64”0π4，04θ多4ア5，

〃24ゴ5θπ〃70ゴ4拶アθπ6θ4r∂9¢5κわ5〃’κ∫∫oπ4θρ6750〃κ6．　L’odeur　dans　Pa童r　glaα…（ies　brindiUes　de　bois，

c’6tait　comme　un　morceau　du　pass6，　une　banquise　invislble　d6tach6e　d’un　hiver　ancien　qui　s’avangait

dans　ma　chambre，　souvent　stri6e　d’ailleurs　par　tel　parfum，　telle　lueur，　comme　par　des　ann6es

diff6rentes　o諺タθ〃冨θ7θ∫γo〃ひσ誌7θρ10π941θπ〃6乃∫4ッ4π’〃∫∂〃zθσ〃θタθ’θ5θκ556ゴ4θπ’〃宏4θ5ρ4プ1セ〃（智アθ55θ

4’θ5ρ0ゴγ5召う4π40朋6θ54θρ〃ゴ5’0η9’θ〃ψ5認〕．

パリの「ほの暗い部屋」の描写では，身支度をする動作と等価である，「魔法のしるし」・des

signes　magiques・によって，主人公一語り手に快楽が喚起され，享受されていた。この快楽は，

ステルマリア夫人と夜を過ごす見通しによって引き起こされたものである（実際には断られ実現

しなかったが）。しかし上記の引用においては，暖炉の煙の匂いが「魔法の輪」・un　cercle

magique・を作りだし，『失われた時を求めて』冒頭におけるさまざまな部屋の想起のように，こ

　　　　　　　　　　　　　　　・
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の小説を形成するさまざまな場に結びついた「私」の回想が想起されている。この・cercle・とい

う語は，「その輪の中で，自分自身があるいはコンブレーで，あるいはドンシエールで読書して

いる姿をちらつかせながら」と表現されているように，想起の偶発性，連続性を暗示させる。な

ぜなら・cercle・は，喚起される歓楽にのみ結びつく・signes》》よりも，想起される回想や場面の広

がりを表わしているように思われるからである。そこには，後に『見出された時』で主人公一語

り手を文学創造へと向かわせることになる，無意志的記憶の予兆を見ることができる。さらに，

「そこには，単に外の天候の変化，部屋の匂いの変更があっただけでなく，また私の中に，年齢

の違い，人間の置き換えが生じたのであった」という記述にも無意志的記憶の特質を容易に見て

取ることができる。また「ずっと以前から見捨てていた希望の歓喜にすっぽりと浸される自分を

見出す」という描写においても同様のことが言える。

c．「ほの暗い部屋」と『見出された時』における無意志的記憶

この新たな「ほの暗い部屋」の描写を，『見出された時』における無意志的記憶の場面，主人

公が小説創造の啓示を受ける場面と比較することで，「ほの暗い部屋」から文学創造へと向かう

過程に光をあてることができるだろう。すでにベルナール・プランが，プルーストはこのパリの

部屋での朝の印象を無意志的記憶と同一視していると指摘しているように，両者には多くの共通

点を認めることができる39）。

Et　le　ne　louissais　pas　que　de　ces　couleurs，　mais　de　tout　un　instant　de　ma　vie　qui　les　soulevait，　qui　avait

6t6　sans　doute　aspiration　vers　elles，　dont　quelque　sentiment　de　fatigue　ou　de　tristesse　m’avait　peut一εtre

empech6　de　lou孟r　a　Balbec，　et　qui　maintenant，　d6barrass6　de　ce　qu’il　y　a　d’imparfait　dans　la　perception

ext6rieure，　pur　et　d6sincarn6，　me　gonflait　d’aU6gresse40）．

上記の引用は，『見出された時』においてゲルマント大公夫人のサロンに出席するまでに，「私」

が三度にわたって経験した無意志的記憶のうちの最後の体験を描いている。硬く糊のついたナプ

キンの感触によって主人公一語り手はバルベック到着初日を思い出す。その海の色が「私」の前

に広がり，その立ち上ってきた過去の一瞬が，「私を大歓喜・al16gresse・でふくれあがらせ」る。

それは，普段は現在に阻まれて味わうことのできない過去の瞬間を味わうという，無意志的記憶

がもたらす幸福感である。この・all6gresse・はパリの新たな「ほの暗い部屋」でのそれと同じも

のだと考えられるだろう（「ずっと以前から見捨てていた希望の歓喜に・all6gresse・すっぽりと浸

される自分を見出す」）。というのも，薪の匂いなどによって過去の歳月に投げこまれるというパ

リの部屋の描写には，無意志的記憶現象の特徴が明らかであり，そこから引き起こされた歓喜

・all6gresse》》も同じものだと考えられるからである。両者の共通点はそれに留まらない。主人

公一語り手が無意志的記憶によって得られた幸福感の原因を追究する以下の引用においても，そ

れらを読み取ることができる。
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［…lau　vrai，　Petre　qui　alors　go血tait　en　moi　cette　impression　la　go血tait　en　ce　qu’elle　avait　de　commun

dans　un　lour　ancien　et　maintenant，　dans　ce　qu’elle　avait　d’extra－temporel，　un　etre　qui　n’apparaissait

que　quand，　par　une　de　ces　identit6s　entre　le　pr6sent　et　le　pass6，　il　pouvalt　se　trouver　dans　le　seul　milieu

o田lpαt　vivre，　jouir　de　Pessence　des　choses，　c’est－a－dire　en　dehors　du　temps．｛．．．］Cet　etre－la［un　etre

extra－temporell　n’6tait　iamais　venu　a　moi，　ne　s’6tait　lamais　manifest6，　qu’en　dehors　de　Paction，　de　la

louissance　imm6diate，　chaque　fois　que　le　miracle　d’une　analogie　m’avait　fait　6chapper　au　pr6sent．　Seul，

il　avait　le　pouvoir　de　me　faire　retrouver　les　lours　anciens，　le　temps　perdu，　devant　quoi　les　efforts　de　ma

m6moire　et　de　mon　intelligence　6chouaient　toulours4D．

この探求によって到達するのは，同じ印象を共有する「現在と過去との問の同一性」・une　de

ces　identit6s　entre　le　pr6sent　et　le　pass6・によって，つまり「類似の奇跡」・le　miracle　d’une

analogie・によってのみ，「失われた時」を見出すことができるのだという認識である。現在と過

去とに共通する印象を味わう者は，この同一性が生み出す「時間の外」・en　dehors　du　temps・，

つまり超時間の領域にしか存在しない。この「時間の外」は，新たな「ほの暗い部屋」で確認し

た，それぞれの時の枠を超えた超時間性と通底する。またさらにこの「時間の外」に身をおく主

人公一語り手は，「超時間の存在」・un　etre　extra－temporel・と表現されており，新たな「ほの暗

い部屋」で煙の匂いという現在と過去にまたがる同一性によって時間の流れから抜け出した主人

公一語り手と同一視することができる。さらに「行動や直接的享楽の外にいた時にしか」現れな

いという表現には，直接的な体験の外にいるからこそ享受ができるという「ほの暗い部屋」の性

格を再確認することができる。

また，主人公一語り手に無意志的記憶をもたらす，過去と現在に「共通する感覚」・une

sensation　commune・（硬いナプキンの触感）は，新たな「ほの暗い部屋」で「私」を過去の自分

にしてしまう「同一の感覚」・une　sensation　identique・と同義であるといえる。それは，両者に

共通する類似表現から明らかであるとともに，この感覚によって普段は味わうことのできない過

去の時を見出すことができるという，両者に共通する体験が認められるからである。

以上のことから，無意志的記憶の基本的な特徴は，新たな「ほの暗い部屋」での想像に共通する

ものだといえる。それは，現在と過去に共通する感覚によって現在から抜け出し，「超時間的存

在」として過去の瞬間を，さらには過去や現在を超越したその本質を味わうという特徴であり，

「ほの暗い部屋」の分析によってたどり着いたものである。

この無意志的記憶により，主人公一語り手に小説創造の啓示が与えられる。というのも，無意

志的記憶によってもたらされた瞑想こそ「みのりある，真実な，唯一のもの」であると悟り，こ

の「事物のエッセンスの瞑想に，精神を集申し，それを固定」42｝することを決心するからである。

その方法は，「精神的等価物」に転換することであり，「一つの芸術作品をつくること」43）に他な

らない。ゆえに，この瞑想こそが，またそれを言語で表現することこそが，小説創造の動機とな

るのだと考えられる。そしてこの瞑想が，「ほの暗い部屋」での想像と性質を同じくするもので

あることは，すでに確認したとおりである。したがって，無意志的記憶と特質を共有する「ほの

69



プルーストにおける「ほの暗い部屋」

暗い部屋」での想像力の作用は，『失われた時を求めて』における芸術創造への道を拓くものだ

といえるだろう4％

結論

本稿では，プルーストにおける部屋という大きな問題系の中で，「ほの暗い部屋」という特権

的なトポスの特質を描き出した。またその中で，小説創造の過程をも検討することができた。す

でに『ジャン・サントィユ』において，コンブレーの部屋を構成するさまざまな要素が現れてい

た。しかし，この部屋での精神活動は，音による単純な想起，主人公が音によってそれを聞いた

場所や時代を思い出すというものにとどまっていた。それが「読書について」においては，プル

一ストの想像力による再創造という行為が登場する。この「ほの暗い部屋」における鍵となる重

要な行為が，独自の文学創造へ向かう歩みにおいて欠くことのできない要素であるといっても過

言ではない。そしてその流れをうけて，閉ざされた部屋の中での想像力の働きによる，外界の逆

説的で全的な享受が生まれ，「ほの暗い部屋」が形成されるのである。この想像力は，その精神

活動を回転するエネルギーへと移行させ，そして「ほの暗い部屋」に超時間性が付与されること

で，ついに「見出された時」における創作の啓示との共通性を獲得するのである。
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“Biblioth6que　de　la　Pl6iade”，4vol．，　Gallimard，1987－1989，（略称RTP）

1θ碑54π’θ〃∫1，‘‘Bibhothさque　de　la　Pl6iade”，　Gallimard，1971，（略称15）．

Coη〃θ∫σ勿’θ一Bθ卿θ，“Biblioth鈎ue　de　la　Pl6iade”，　Gallimard，1971，（略称CsB）．

13）RTPII，　p．163．

14）RTP　I，　p．82．

15）《Bande　de　lumiさre　qui　marque　le　lien　conflictuel　mais　n6cessaire　entre　la　vie　ext6rieure＿romanesque＿，　et

la　vision　distanci6e〔＿l　qui　explique　la　position　recluse，　quasi　v696tative，　du　su｝et．》（Bernard　Brun，　oρ．6紘，

p．244）．

16）なぜ第一章で挙げる部屋の描写を「ほの暗い部屋」・la　chambre　obscure・と呼ぶのか，「ほの暗い部屋」

の解釈について説明しておく必要あるだろう。まず無視できないのは，プルースト自身が『失われた時』

の中で・chambre　obscure》》という言葉を用いているということである。本稿の対象ではないがその二箇

所の描写においても，閉ざされてはいても外光の存在を感じるほの暗い部屋として解釈することができ

る（RTP　III，　pp．911－912，　RTP　IV，　pp．60－61参照）。

またグラン・ロベールによれば，・chambre　obscure》》は・camera　obscura》〉（16世紀に発明された，対

象の映像を反射によって捉える光学機器）の直訳借用語である（LθGア4η4Roわθπ4θ14’4πg鰐加郷4∫5θ：

4κ4∫αめ朋〃θ41ρ肋わ6吻〃θθ’4π4109勾〃θ4θ’41朋9μθ加〃⑳5θ，4θP砺1Roわθπ，2θ鼠4〃∫96θρ4γA12勿

Rθγ，6vol．，　Dictionnaires　le　robert，2001，　voL　1，　p．2099，　article・・chambre》》）。そして《camera　obscura・の

訳語である・・chambre　noire・は，「暗室」という意味でもあり，実際コンブレーの部屋を指すのに，プル

一ストは・chambre　noire＞〉という言葉を使っている。こうした観点から，・chambre　obscure・を暗い部屋

と解釈するのが適当だと思われるかも’しれない。しかし19世紀ラルースによれば，・camera　obscura・の

訳語としての・chambre　noire　ou　obscure》》は暗闇を示すものではない（Le　Gプ4π44ゴ6∫’o朋〃εμπ∫〃θ75θ’

4〃XIX　5∫261θ：斤4郷4∫5，碗5’oγ勿μθ，9609ア4ρ碗9〃θ，わ∫09γゆ乃勾〃θ，吻励0109均κθ，わめ’ゐ97σρ乃∫qμθ，1∫漉γ屠7θ，

〃診∫5吻〃θ，56ゴθ励絢〃θ，θ∫6．，ρ〃Pゴθγ7θL〃oκ55θ，17voL，　Administration　du　Grand　dictiomaire　universel，

1866－［1879］，tome　3・，　p．874，　article・chambre・）。同辞書の記述による「わずかな開口部しか持たない閉

じた部屋又は箱」とは，わずかにでも差し込む光がなくては外部のものが映写されえない，つまり光学

機器としての機能をもちえないことを示している。既に見たようにコンブレーの部屋は，ほのかに光の

差し込むものであり，この定義に当てはまる。しかしまた，ここで注意しなければならないのは，本稿

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、，ﾌ扱う・chambre　obscure・と・camera　obscura・とを混同することである。確かに両者の間には外界を光

と影の作用で捉えるという上記に示した類似性は存在するが，それ以上のものではない。プルーストの

《《chambre　obscure・は光学器械として外界の映像を捉えるのではなく，外界のレアリテを想像力によっ

て再構築し，エクリチュールとして再創造するのである。またこの点で，・chambre　obscure・は暗い部

屋とも区別される。『失われた時』の冒頭部，暗闇に沈んだ部屋で用いられるのが，・Pobscurit6》〉や《des

t6n6bres・であることからも両者の違いが明らかだといえる（RTP　I，　p．6参照）。

17）1∫，PP．292－294．

18）《Nous　pr6tendons　souvent　que　des　alrs　de　musique　entendus　autrefois層et　ailleurs　ont　le　pouvoir　de　r6veil亜er

en　nous　Ie　souvenir　et　comme　le　charme　des　lieux，　de　1’6poque　o血ils　furent　entendus．》（め鼠，　p．294）．

19）「読書について」・Sur　la　lecture。は，1905年6月15日号「ルネサンス・ラチーヌ」誌に掲載され，1906

年プルーストによるラスキンの翻訳，『胡麻と百合』の序文として出版された。

　　　　　　　　　　　　　　　　　曹
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20）　C5B，　p．164．

21）吉田城，「プルーストと『胡麻と百合』」（訳者解説），『プルースト＝ラスキン「胡麻と百合」』，ラスキン

【原著】，プルースト［訳注］，吉田城訳，東京，筑摩書房，1990，221－252頁，233頁。

22）《Lθ5’擁oア∫θ54θWl’〃如吻Mo77ゴ5，　qui［＿］，6dictent　qu’une　chambre　n’est　belle　qu’a　Ia　condition　de　contenir

seulement　des　choses　qui　nous　soient　utiles　et　que　toute　chose　utile，　fαt－ce　un　simple　clou，　soit　non　pas

dissimulaient，　mais　apParente．［＿1λ14タκ8θγ6’4ρ7251θ5ρア勉6ψθ54θ6θ”θθ5診擁吻〃θ，彫βσ加彫わγθガ6’4鉱

ημ〃ε魏θ窺わθ〃θ，car　elle　6tait　pleine　de　choses　qui　ne　pouvaient　servirムrien　et　qui　dissimulaient

pudiquement，　jusqu’a　en　rendre　Pusage　extremement　difficile，　celles　qui　servaient　a　quelque　chose．》（C∫B，

p．164）．

《《 Pθ妨∫5θ1θ59θπ546go窺orner　leur　demeure　avec　la　reproduction　des　chefs－d’（euvre　qu’ils　admirent　et

d6charger　leur　m6moire　du　soin　de　leur　conserver　une　image　pr6cieuse　en　la　confiant査un　cadre　de　bois

sculpt6．／θ’4f5581θ5　gθπ54θgo毒’faire　de　leur　chambre　Pimage　meme　de　leur　go負t　et　la　remplir　seulement　de

choses　qu’il　puisse　apProuver．　Poμプ〃20∫，ノθπθ〃2θ5θπ5加z〃θθ’ρθη5θア9κθ4βπ5〃〃θ6乃β〃2わアθo諺’o班θ5’14

‘γ6｛z’foηεご1θ’2πg4gθ4εzノ‘θ5ρro1～）7z46〃2ε7z孟4f1驚fθπ♂θ54θ’σ鋸ゴθππθ，【．．．1》》¢∂ゴ4．，　p．167）．

23）修士論文の第二章で検討。

24）　1わゴ4．，p．167．

25）Jean－Michel　Nectoux，　oρ．6鉱，　PP．1406－1422．

26）《《Ainsi，　entre　l’horreur　diffuse　de　la　chambre　nouveUe　et　la　platitude　du　logis　habituel（oh　1’on　a　trop　v6cu

pour　le　voir　encore），　se　trouve　m6nag6e　la　possibilit6，　a　vrai　dire　rare　et　toulours　temporaire，　d’une　chambre

ademi－connue，　dont　rhabitude　a　recouvert　de　r6seaux　serr6s　les　aspects　les　plus　criants　de　nouveaut6：【．．．】・・

（∫わf4．，pp．14184419）．

27）《chez　Proust　Ia　4ゴ形アθη6θpropos6e　par　la　chambre　inconnue　est　source　de　richesse，　toute　impression

profonde，　f負t－elle　6prouvante　dans　le　pr6sent，　sera　chang6e　en　loie　dans　P（£uvre註venir》（∫わ∫4．，　p．1420，（強

調はネクトゥーによる））．

28）これらは当時のプルースト自身の状況を反映する問題としても捉えることができる。吉田城が指摘する

ように，この時期のプルーストは自分の創作活動を中断したままラスキンの翻訳と研究を行っており，

いかにしてラスキンという他者から自分自身へと復帰するのかが，最大の懸案であったと思われる。こ

の，他者から自分自身へ，自らの創作活動へという当時最大の関心事は，他者をいかにして自分自身へ

の復帰の足がかりとするかということでもあったはずで，ここに「非我」の要素が強調され，かつそれ

が想像力の源泉として肯定的に扱われている理由の一つを見出すことができるように思われる。他者の

主張に対する私の部屋という構図も，こうした背景から理解することができる。最大の懸案であった，

他者から自分自身への復帰が，部屋のあり方をめぐる立場の違いによって表されているということは，

プルーストにおける「部屋」の重要性を今一度確認することにもなるであろう（吉田城，「プルーストと

『胡麻と百合』」（前掲書）235－236頁参照）。

29）RTP　II，　p．305．

30）Marie　Miguet－Ollagnier，　oρ．6”．，　pp．114－118。

31）《［＿lla　louissance　directe　d’un　promeneur　en　barque　se　laissant　impr6gner　par　Pa三r　et　le　soleil》（∫腕4．，　p．

115）．

32）　《く【．．．】口etexte】se　retourne　vers　le　souvenir　bienheureux　d’un　6ternel　6t6　marin　tel　qu’il　peut　avoir　6t6　v6cu

par　un　adolescent　maladif　contraint　a　une　louissance　purement　mentale　dans　la　cl6ture　dlune　chambre．”

伽4．，P．115）．

33）《［．．．】P6nergie　somatique　inemploy6e　se　m6tamorphose　en　6nergie　spir三tuelle　qui　nourrit　Pimagination》

（め∫4．，p．117）．　　　　　　　　　　　　・
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34）RTP　III，　pp．535－536．

35）《le　m’6tendis［＿］，　le　fermai　les　yeux［＿】，　puis　les　rouvris．［＿l　Je　sautai［＿］，｝e　passai　ma　cravate　noire，　je

donnai　un　coup　de　brosse・〉（RTP　II．，　p．684－685）．

36）RTP　III，　p．519．

37）《【＿】la　position　du　narrateur　par　rapPort　a　1’insomniaque　qui　se　souvient　et　au　h6ros　qui　se　contente　de

vivre，　est　6tablie　d6finitivement．　La　maladie　est　int6gr6e　comme　facteur　de　la　r6clusion　et　de　la　d玉stanciation

》》（Bernard　Bru病oρ．‘”．，　P．270）．

38）RTP　III，　p．536．

39）《Proust　assimile　nettement　ici［le　Cahier　50］les　impressions　matinalesきdes　r6miniscences．　Seules　les

exigences　du　r6cit　att6nuent　progressivement　cet　aspect　dogmatique　du　projet　proustien，　en　en　r6duisant

simplement　Pexpression》》（Bernard　Brun，　oρ．6f’．，　p．286）．

40）RTP　IV，　p．447．

41）　∬わ∫4．，p．450．

42）《De　sorte　que　ce　que　Petre　par　trois　et　quatre　fois　ressuscit6　en　moi　venait　de　go負ter，　c’6tait　peut－etre　bien

des　fragments　d’existence　soustraits　au　temps，　mais　cette　contemplation，　quoique　d’6ternlt6，6tait　fugitive．　E’

ρ・〃吻〃’タθ5θ吻59μθ1θρ’4ゴ5殉〃’θ〃θ〃〃4π，身4θア〃θ吻∫θ7〃4〃θ5，4・痂44π5〃・4幽4励’θ5θ吻〃f侮

彦60〃4θ加6伽わ’e．［．．．IA舅55f，6θ∫’θ6・〃∫θ〃ψ1β’加4θ”θ55θη6θ4θ56乃・5θ5，タ’6’4ゴ5脚碗θη4π’466漉2

〃〆4伽6乃θ而θ〃θ，身14加θ7，mais　comment～par　quel　moyen～》（痂4．，　p．454）．

43）《En　somme，　dans　un　cas　comme　dans　Pautre，　qu’il　s’agit　d’impressions　comme　celle　que　m’avait　donn6e　ia

vue　des　clochers　de　Martinville，　ou　de　r6miniscences　comme　celle　de　l’in6galit6　des　deux　marches　ou　le　go負t

de　la　madeleine，　il　fallait　tacher　d’interpr6ter　les　sensations　comme　les　signes　d’autant　de　lois　et　d’id6es，　en

essayant　de　penser，　c’est一き一dire　de　faire　sortir　de　la　p6nombre　ce　que　l’avais　senti，4θ1θ60π〃θア’∫アθηκπ

伽加’θπ診5ρf伽θ1．0κθ〃謬・γθπの〃2θρ〃4∫554f∫’85θ〃1，9〃’6励一6θ4〃∫γθ伽5θ9〃θ伽θ舅πθ（脚7θ4’4γ’～

》（ゴわ’4．，p．457）

44）もちろん「ほの暗い部屋」での想像がこのように創作活動へとつながっていくには，『見出された時』ま

で待たねばならない。『見出された時』にあるように，想像力などの精神活動を余すところなく働かせる

ことができる孤独な状態を，「ほの暗い部屋」の中だけでなく部屋の外においても，人の輪の中において

も保つことができるようにならなければならないからである：・Que　ce　f負t　lustement　et　uniquement　ce

genre　de　sensations　qui　d負t　conduire　a　Poeuvre　d’art，1’allais　essayer　d’en　trouver　la　raison　oblective，　en

continuant　les　pens6es　que　le　n’avais　cess6　d’enchainer　dans　la　biblioth6que；647タθ5θ”’4’59μθ1θ

4661θ励θ吻θ漉4θ’4〃fθ5ρゴ伽θ〃θ6∫4加55θ91b7彦θπ〃・・伽伽θπ傭ρ・μ7ρ・〃励6・π’伽θγ4κ55fわ加44π5

1θ541・〃，4κ加1加4θ5fπ〃f’45，9〃θ5θ〃144π514わゴう1’α吻μθ∫肋θ5θ棚4吻〆あ6θρ・ゴπ’4θ〃〃θ，〃・2〃2θ4μ

〃2flfθ舅4θ6θ＃ε455ゴ5訟4π‘θ5’πo〃2わアθ〃5θ，ノθ54κア4’5γ45θア〃θ7〃24501π御4ε．〉》（fわ’4．，　P．497）・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o

@　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
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Le　thとme　de《la　chambre・constitue　un　topos　privilξgi6　et　f6cond　chez　Proust，　comme　en

t6moigne　un　grand　nombre　d’6tudes．　Mais　ces　6tudes　se　sont　tenues　610ign6es　du　cadre　th6matique

de《la　chambre　obscure》．　Or　on　peut　observer　que　les　descriptions　de　la　chambre　du　h6ros　dans　les

trols　lieux　principaux　d’A　14γθ6乃θκ乃θ伽診θ初ρ5ρθγ4〃pr6sentent　de　nombreuses　similltudes　qui

entrent　dans　ce　cadre．　Il　est　a　noter　d’ailleurs　que　Proust　lui－meme　les　associe　dans　le　roman．　Mais　il

n’existe　aucune　6tude　qui　analyse　ensemble　les　trois　descriptions．　J’essaierai　traiter　les　descriptions

de《la　chambre　obscure》et　l’6tudierai　la　gen6se　de　ce　motif，　afin　de　montrer　que　ce　topos　se

rattache　indissociablement　a　la　cr6ation　lltt6raire　de　Proust．

En　nous　fondant　sur　descriptions　des　trois　chambres　de　Paris，　Balbec　et　Combray，　nous　pouvons

attribuer　a《la　chambre　obscure》les　caract6res　suivantes．　Il　faut　d’abord　prendre　en　compte　sa

situation　particuli6re，　qui　tient　a　ce　qu’elle　n’est　ni　complεtement　c豆ose　ni　totalement　plong6e　dans

Pobscurit6．　Cette　situation　permet　un　contact　entre　le《moi》reclus　dans　la　chambre　et　le・monde

ext6rieur．　C’est　ce・・mol》qui　peut　jouir　parfaitement　et　exactement　dans　son　imagination　de　la

r6alit6　essentielle　du　monde　ext6rieur．11　convient　de　souligner　que　cette　saisie　privil6gi6e　du　monde

ext6rieur，　qui　n’est　possible　que　dans《la　chambre　obscure・・．

Dans　la　genさse　de　ce　motif，1’origine　directe　de　la　chambre　de　Combray　remonte　au　fragment　de

1θ伽5碑’8κ∫1，qui　d6peint　une　situation　et　contlent　des　formulations　semblables　a　celle　de　Combray．

N6anmoins，　a　la　diff6rence　de　l’activit6　de　l’esprit　dans　la　chambre　de　Combray，　plus　complexe　et

plus　id6ale，　celle　qui　est　mise　en（euvre　dans／Fθ碑∫σ漉θ〃〃ne　d6passe　pas　le　stade　nalf．　On　est　encore

assez　loin　d’une　compr6hension　privil6gi6e　de　l’obieζ．　C’est　l’article《Sur　la　lecture》qui　forme　une

transition　entre　1θ朋∫4π’θμゴ1　et《Combray》et　marque　un　tournant　d6cisif　dans　la　genさse　du　motif．

La　lourn6e　d’enfance　dans　une　maison　de　campagne　familiale，　qui　est　6voqu6e　dans　cet　article，　se

rattache　directement　a　Punivers　de　Combray．　Les　trois　textes　que　l’on　a　cit6s　partagent　la　meme

sc6ne　et　la　meme　situation．　On　note　d’ailleurs　que　Proust　y　d6veloppe　des　descriptions　et　des

r6nexions　originales　au　sulet　de　la　chambre．　Mais，　si　l’on　consid6re　qu’elles　s’inscrivent　dans　un

univers　rattach6査celui　de　Combray，　il　est　permis　de　penser　qu’elles　sont　en　r6sonance　avec《la

chambre　obscure》．　On　peut　penser　que　la　recr6ation　de　la　pens6e　et　du　souvenir　dans　l’imagination，

telle　que　Particle　la　d6crit，　est　un　616ment　important　pour　transformef　le　simple　souvenir　en　une

compr6hension　totale　du　monde　ext6rieur　dans・・la　chambre　obscure》．　On　peut　dire　d’ailleurs　que

la　chambre　constitue　un　lieu　et　un　moment　clef　dans　le　processus　qui　conduit　vers　la　cr6ation　de　soi．

En　effet，1’activit6　cr6atrice　dans　la《chambre　obscure・＞est　plus　explicitement　dessin6e　dans　une

autre　descriptlon　de　la　chambre　de　Paris．　Le　h6ros　reclus　dans　la　solitude　de　cette　chambre　go負te

dans　sa　totalit61’univers　ext6rieur　par　sa　seule　imagination．　Cette　chambre　de　Paris　h6rite　du
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caractさre　principal　de・da　chambre　obscure》．　L’essentiel　est　que　cette　louissance，　qui　est　certes

totale　mais　aussi　pourtant　limit6e　par　la　saison　et　le　lieu，　d6passe　ces　limitations　pour　s’61argir　a　la

r6alit6　permanente　de　la　mat孟n6e．　Il　nous　semble　donc　que　le　dispositif　de　cette　chambre　est

d6velopp6ゑpartir　de　celui　de《la　chambre　obscure＞〉．　La　diff6rence　entre　elles　nous　semble　li6e　au

param6tre　du　temps：celui－ci　est　li6e　au《moi＞＞ici　et　maintenant　dans《la　chambre　obscure》；et　il

est　extratemporel　dans　la　chambre　de　Paris．11　est　en　outre　facile　d’identifler，　dans　les　traits

caract6ristiques　de　cette　exp6rience　la　r6miniscence　qui　guide　le　h6ros　vers　la　r6v61ation　de　sa

vocation　litt6raire：les　souvenirs　continus　6voqu6s　par　la　fum6e；la《〈substitution　de　personne》

qu’ils　oPさrent；1a　redξicouverte，　dans　cette　substitution，　d’une　a11ξ…gresse（Pespoirs　abandonn6es

depuis　longtemps．　Une　telle　interpr6tation　semble　6vidente　a　la　comparaison　de　cette　scさne　avec　celle

de　la　r6miniscence　dans　LθTθ吻ρ57θ’70κ〃6．　C’est　bien，　au　tota1，1’三magination　dans　la・・chambre

obscure》qui　ouvre互a　voie　a　la　cr6ation　artistique．
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